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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	ピルビン酸脱水素酵素（PDH）複合体は、核コードされたミトコンドリア多酵素複合体であり、ピルビン酸からアセチルCoAとCO2への変換全体を触媒し、解糖系とトリカルボン酸（TCA）回路との主要な連結を担っています。PDH複合体は、ピルビン酸脱水素酵素（E1）、ジヒドロリポアミドアセチルトランスフェラーゼ（E2）、リポアミド脱水素酵素（E3）の3つの酵素成分の複数のコピーで構成されています。E1酵素は、2つのαサブユニットと2つのβサブユニットからなるヘテロ四量体です。この遺伝子は、E1活性部位を含むE1α1サブユニットをコードし、PDH複合体の機能において重要な役割を果たしています。この遺伝子の変異は、ピルビン酸脱水素酵素E1α欠損症およびX連鎖性リー症候群と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	PDHA1マウスmAbを用いたHepG2（1）、HL-60（2）、SK-OV-3（3）、PC-3（4）、PANC-1（5）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	PDHA1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

